
被
害
防
止
対
策
の
適
切
な
知
識
の
普
及

や
現
地
に
お
け
る
技
術
定
着
の
役
割
を
担

う
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
を
養
成
す

る
研
修
会
、
既
マ
イ
ス
タ
ー
等
の
更
な
る

技
術
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
研
修
回
数

や
内
容
の
更
な
る
充
実
を
図
る
予
定
で
す

の
で
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
特
命
チ
ー
ム
等
へ
の
技
術
的
支
援

2020

４
Vo.３１

発
行
元

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５
（４
４
）１
８
１
６

本
県
の
平
成
30
年
度
の
農
林
作
物
被
害

額
は
約
３
４
５
，
４
４
７
千
円
で
、
う
ち
、

農
作
物
被
害
は
２
８
３
，
４
６
８
千
円
、

人
工
林
４
9
，
６
２
２
千
円
、
特
用
林
産

物
１
２
，
３
５
７
千
円
で
、
農
作
物
被
害

額
は
全
国
18
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

種
取
組
に
よ
り
、
被
害
額
は
年
々
減
少
傾

向
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
に
被
害
軽
減
を
実

感
で
き
な
い
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

被
害
防
止
対
策
の
技
術
指
導
や
地
域
へ
適

切
な
知
識
の
普
及
や
技
術
定
着
を
担
う
人

材
の
養
成
、
被
害
対
策
の
実
証
や
被
害
対

策
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
関
す
る
御
相
談
等
あ
り
ま
し

た
ら
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
（
所

在
地
：
宮
崎
市
佐
土
原
町
下
那
珂
５
８
０

５

宮
崎
県
総
合
農
業
試
験
場
管
理
棟
３

Ｆ
）

本県の農林産物被害金額の推移（単位：千円）

H30年度品目別・獣種別被害額内訳（単位：千円）

地
域
特
命
チ
ー
ム
等
か
ら
の
要
請
に
基

づ
い
て
、
県
内
各
地
の
現
地
研
修
会
や
講

演
会
の
講
師
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
モ
デ
ル
実
証
ほ
場
等
に
お
い
て

電
気
柵
な
ど
、
各
種
防
護
柵
等
の
設
置
な

ど
の
現
地
指
導
を
行
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
等
の
人
材

育
成 令

和
2
年
度
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

活
動
事
項

研修名 研修内容 日程等 対象

Ⅰ・Ⅱ
1回目　７月

2回目　８月

Ⅲ
1回目　９月

2回目　10月

電気柵
６月に２回

開催予定

中・小型獣８月

捕獲対策 未定

事業担当者

研修
未定

県、市町村

担当者等

マイスター

養成研修

技術向上

研修

新規マイスター

取得予定者

既マイスター等

令和２年度 人材育成に係る研修計画（予定）

今後の状況により、日程や内容等が変更になる場合があります。

鳥
獣
被
害
防
止
技
術
の
実
証
・
研
究

①
鳥
獣
被
害
防
止
技
術
の
実
証
・
展
示
ほ

各
地
域
特
命
チ
ー
ム
等
と
連
携
し
、
鳥

獣
被
害
防
止
技
術
の
実
証
・
展
示
ほ
を
設

置
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
県
内
６
ヶ
所
に

設
置
し
、
期
待
通
り
の
被
害
防
止
効
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
地
域
で
お
困
り
の
鳥
獣

被
害
が
あ
れ
ば
御
相
談
く
だ
さ
い
。

②
試
験
場
各
部
と
連
携
し
た
実
証

総
合
農
業
試
験
場
内
ほ
場
の
活
用
や
研

究
員
と
の
連
携
に
よ
り
、
各
品
目
に
応
じ

た
鳥
獣
被
害
対
策
の
実
証
ほ
を
設
置
し
ま

す
。

情
報
の
発
信

鳥
獣
セ
ン
タ
ー
や
各
地
域
特
命
チ
ー
ム

の
活
動
等
を
紹
介
す
る
「
鳥
獣
セ
ン
タ
ー

通
信
」
の
発
行
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥

獣
被
害
対
策
の
手
引
き
」
の
配
布
や
、
研

修
会
等
で
使
用
し
た
資
料
や
動
画
等
を
要

請
に
応
じ
て
提
供
し
ま
す
。

更
に
、
総
合

農
試
内
に
展
示

ほ
を
設
置
し
、

鳥
獣
被
害
を
受

け
に
く
い
栽
培

方
法
や
各
種
防

護
柵
の
展
示
う

と
と
も
に
各
種

研
修
の
場
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
体
制

セ
ン
タ
ー
長

多
田

健
二
（
新
任
）

主

査

宮
坂

倫
子
（
３
年
目
）

主

査

岩
佐

宏
登
（
４
年
目
）

専
門
技
師

川
口

満

（
２
年
目
）

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

場内展示ほ場の防護柵の展示（楽落くん）



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

○
令
和
元
年
度
九
州
各
県
鳥
獣
保
護

行
政
担
当
者
会
議
の
現
地
視
察
が
木

城
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
各
県
鳥
獣
行
政
担
当
者
会
議

は
、
環
境
省
及
び
九
州
各
県
の
鳥
獣

行
政
担
当
職
員
が
参
加
し
、
九
州
各

県
の
抱
え
る
行
政
上
の
課
題
な
ど
を

共
有
す
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
議
は
、
九
州
各
県
の

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本

年
度
は
、
宮
崎
県
で
10
月
23
日
～
24

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
1
日
目
に
会
議
・
意
見

交
換
、
2
日
目
に
現
地
視
察
と
い
う

2
日
間
の
行
程
で
開
催
さ
れ
、
2
日

目
の
現
地
視
察
は
、
児
湯
管
内
の
木

城
町
駄
留
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
城
町
の
駄
留
地
区
は
、
農
作
物

の
被
害
額
が
ピ
ー
ク
時
に
は
１
千
万

円
を
超
え
、
木
城
町
の
中
で
も
、
シ

カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

が
多
発
し
て
い
た
現
状
か
ら
、
集
落

ぐ
る
み
で
の
緩
衝
帯
整
備
な
ど
を
地

道
に
行
い
、
農
作
物
被
害
の
激
減
に

繋
げ
た
鳥
獣
被
害
対
策
の
成
功
事
例

地
区
と
し
て
、
今
回
、
現
地
視
察
箇

所
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
駄
留
地
区
で
の
座
学
を
含
め

た
現
地
視
察
は
、
木
城
町
鳥
獣
被
害

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
横
田
洋
治
氏
を
講

師
と
し
て
招
き
、
九
州
各
県
担
当
者

か
ら
各
県
で
抱
え
る
問
題
に
絡
め
た

様
々
な
質
問
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

児
湯
地
域

今
回
の
本
管
内
で
の
現
地
視
察
が

九
州
各
県
で
同
様
の
農
作
物
被
害
に

苦
慮
す
る
被
害
対
策
の
成
功
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

南
那
珂
地
域

○
電
気
さ
く
に
よ
る
果
樹
ハ
ウ
ス
内

へ
の
サ
ル
侵
入
防
止
対
策
の
実
証

南
那
珂
地
域
は
、
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
や
日
向
夏
、
き
ん
か
ん
等
の
露

地
か
ん
き
つ
産
地
で
す
が
、
サ
ル
や

ヒ
ヨ
ド
リ
等
に
よ
る
食
害
が
多
か
っ

た
た
め
、
被
害
防
止
対
策
の
一
つ
と

し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
へ
の
転
換
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
ハ
ウ
ス
内
へ
の
鳥

獣
の
侵
入
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
今
年
度
は
、
収
穫
盛
期
の
マ
ン

ゴ
ー
ハ
ウ
ス
に
サ
ル
が
侵
入
し
、
百

個
程
度
食
害
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
南
那
珂
地
域
特

命
チ
ー
ム
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
支
援

セ
ン
タ
ー
と
対
策
を
検
討
し
、
低
コ

ス
ト
な
弾
性
ポ
ー
ル
を
利
用
し
た
電

気
さ
く
設
置
に
よ
る
サ
ル
侵
入
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
実
証
し
た
電
気
さ
く
は
、
弾

性
ポ
ー
ル
二
本
を
結
束
し
て
支
柱
代

わ
り
に
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
を

ね
ら
っ
た
も
の
で
、
10
ａ
当
た
り
の

設
置
費
用
は
約
14
万
円
と
な
り
ま
し

た
（
表
１
）
。

設
置
は
７
月
３
日
に
、
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
、
日
南
市
役
所
、
鳥
獣
被
害
対

策
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
南
那
珂
農
林

振
興
局
の
職
員
15
名
で
作
業
を
行
い
、

10
ａ
の
マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ
ス
を
約
４
時

間
で
囲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
サ
ル
の

動
向
を
探
り
ま
し
た
が
、
サ
ル
が
電

気
さ
く
に
近
づ
く
こ
と
は
な
く
、
設

置
後
の
被
害
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
生
産
者
か
ら
は
、
「
サ
ル
の

侵
入
で
枝
折
れ
等
の
樹
体
被
害
も
出

た
が
、
電
気
さ
く
設
置
後
は
被
害
が

な
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の

生
産
者
も
注
目
し
て
お
り
、
ハ
ウ
ス

団
地
全
体
を
囲
む
と
い
う
構
想
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 表１　鳥獣被害防止技術展示ほ　設置経費　 規模:１０ａ

品名 規格 単価(税込) 数量 金額

樹脂皮膜鋼管支柱　K2018 185㎝×φ20㎜ 454 32 14,528

支柱専用ガイシ　G20 20㎜支柱用 103 256 26,368

電牧線　PS520B 500ｍ巻 7,560 3 22,680

弾性ポール 180㎝×φ7.5㎜ 150 200 30,000

結束バンド（100本入） 203㎜×巾3.6㎜ 432 8 3,456

電気さく本体　 S500センサー 47,304 1 47,304

合計 144,336
電気さくの設置状況

（日南市南郷町贄波地区）


